
各分科会毎に目標を設定し、独自に運営

エネルギー分科会
Jia主査（出光）、福井副主査（デンカ）
顧問：若宮教授（京大）

バイオマス分科会
秋葉主査（出光）、東田副主査（ちとせ）
顧問：五十嵐教授（東大）

資源代替分科会
召田主査（東ソー）
顧問：柳田阪大名誉教授

技術部会長
秋葉（出光興産）

エネルギー・資源技術部会：令和７～８年度活動方針

基本姿勢＆取組み方
気候変動やSDGｓ達成に向けた国際的な取組が進む中、化学産業の立場から環境負荷の低減や
持続可能な資源利用等のエネルギー、資源問題等に焦点をて、転エネ、蓄エネ、活エネ、バイオ燃
料・化学品や鉱物、天然、水・食料、未利用エネルギー等に関わる情報収集（講演会の企画、現地
分科会、外部委託調査等）やワーキング活動を通し、先進的・革新的技術の発掘と深耕を図ります。
活動は基本的に下記の３つの分科会単位で行いますが、重複領域、境界領域の話題については、
部会横断的、他の部会との連携を取りながら活動を進めます。

講演会・セミナー等
・政策・市場動向や先端技術に関する講演会の企画・開催（５回／年程度）
・現地分科会の企画・開催（１回／年程度）
・講演会、現地分科会に併せて、部会ミーティングや座談会等を実施

外部委託技術調査等
・分科会毎あるいは部会横断的に選定したテーマで、外部委託調査を企画・実施

研究奨励賞
・産業界の意志を反映した課題の設定と一次審査、受賞者との交流、連携推進

エネルギー分科会 バイオマス分科会 資源代替材料分科会



Thank you for your time.

エネルギー・資源問題について、
一緒に考える仲間をお待ちして

います。



目的
・３つの分科会、関連技術部会の横串活動

⇒ 情報の共有化と横断的な企画と実行

☆講演会の共催、講師の選出

☆現地分科会先の情報共有

☆新たな調査テーマ

わからない
★他の技術部会、分科会の

企画・考え方
活動内容・方法

頭が痛い
★主査や副主査の後継者が

いない
★活動の活性化をどうする
★分野の重なりがある

⇒ 講演会の企画が被る
★主査、副主査の負担が大

きい

☆横断的な企画
・産産学異業種交差点（ベンチャー等との交流）

☆活動範囲の拡大

★いろいろな視点での企画
発想が生まれる

他
分
科
会
の
話
題
と
共
通
性
を
認
識

分科会内

外部との
連携

☆横断的な課題の取り組み
・分科会の再編、活性化等

分科会横断的な活動 新型コロナ禍で活動できなかったが、
今後、徐々に活動を再開する予定！

エネルギー・資源技術部会：令和７～８年度活動方針

基本姿勢＆取組み方
化学産業の立場からエネルギー・資源問題に焦点を当て、持続可能な社会の実現に向けた転エネ、
蓄エネ、活エネ、バイオ燃料・化学品や鉱物、天然、水・食料、未利用エネルギー等の資源関連分
野に関わる情報収集（講演会の企画、外部委託調査等）やワーキング活動を通し、先進的・特異的
技術の発掘と深耕を図る。活動は基本的に下記の３つの分科会単位で行うが、重複領域、境界
領域の話題については、部会横断的、他の部会との連携を取りながら活動を進めます。
・エネルギー分科会
・バイオマス分科会
・資源代替材料分科会

講演会・セミナー等
・政策・市場動向や先端技術に関する講演会の企画・開催（５回／年程度）
・現地分科会の企画・開催（１回／年程度）
・講演会、現地分科会に併せて、部会ミーティングや座談会等を実施

外部委託技術調査等
・分科会毎あるいは部会横断的に選定したテーマで、外部委託調査を企画・実施

研究奨励賞
・産業界の意志を反映した課題の設定と一次審査、受賞者との交流、連携推進

（2025.4.1現在 登録メンバーのべ〇名）

部会横断的活動
・産産学異業種交流企画運営等
・部会横断的なWG活動の企画・推進













エネルギー・資源技術部会

バイオマス分科会

JACI技術部会活動交流会

主査 ︓秋葉 巌
出光興産株式会社

副主査︓東⽥英毅
東⽥技術⼠事務所

活動内容

バイオ化学品・バイオ燃料は⼀部商業化が始まり、遠い将来ではなく明⽇の話となって来ま
した。ただし依然として、コストが⼤きな問題であることから、技術の重要性と合わせて企業、及
び国家の意思や思想が事業化のキーポイントとなります。⼀⽅、2015年にパリ協定の歴史的
合意を受けて、2030年には温室効果ガスの26%削減、更には2050年には80%削減が求
められています。この実現のためには、⼤幅なCO2排出削減が可能な⾰新的技術の開発が
求められるており、バイオマス分野の貢献も期待されています。さらに最近では、⽣物資源（バ
イオマス）やバイオテクノロジーを⽤いて地球規模の課題の解決と経済発展の共存を⽬指す
概念である「バイオエコノミー」と国連が掲げる持続可能な開発⽬標「SDGs︓Sustainable 
Development Goals」が、重要な技術開発指針になっています。

これらの背景のもと、バイオマス分科会では、
１）バイオマスの利活⽤に関する最新技術・⾰新的技術
２）バイオマス由来製品の事業化のキーポイント
３）バイオマスに関する国家プロジェクトや政策動向
４）バイオエコノミー・SDGs

などを取り上げます。



2024年度 活動内容

 勉強会
・調査内容に応じてグループで分担して開催を企画
・勉強会後、講師とのクローズドの討論会を開催し、勉強会内容を深堀り。

2024年度 分科会・勉強会スケジュール

講演会・
分科会等

6⽉

2025年

5⽉⽉ 7⽉ 2⽉ 3⽉1⽉ 4⽉11⽉

2024年

10⽉8⽉ 9⽉ 12⽉

●奨励賞課題設定

●第3回分科会
第1回勉強会

●奨励賞⼀次審査会●奨励賞審査員登録

●第1回分科会 ●第2回分科会

●第4回分科会
第2回勉強会

●第5回分科会
第3回勉強会

●第6回分科会
第4回勉強会

活動紹介︓勉強会
2024年度 第1回勉強会

⽇時︓2025年3⽉18⽇

題⽬︓BioPhenolics株式会社

講師︓貫井 憲之 ⽒

演題︓芳⾹族バイオ化学品の⽣産技術開発について

概要︓BioPhenolics は、脱炭素社会の実現に向けて、バイオマス（植物）を原料として改良型微⽣物を⽤いた発酵法により、芳⾹族化学品を⽣産する技

術を開発している。硬いプラスチックの原料であるフェノール以外にも、多数のパイプラインを保有しており、現在、⾃社ベンチ⼯場を活⽤して⼯業化技術を

開発しいる。また、培養／精製技術の受託開発もおこなっており、バイオものづくり産業の⽴上げに貢献されている現状について紹介いただいた。

2024年度 第2回勉強会

⽇時︓2025年4⽉23⽇

題⽬︓株式会社 Biomaterial in Tokyo（bits）

講師︓掛下 ⼤視 ⽒

演題︓バイオエタノールにとって、ATJプロセスは「たったひとつの冴えたやりかた」なのか〜２GバイオエタノールおよびSAFの社会実装への取り組み〜

概要︓世界的規模でカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みが⾏われているなか、⽯油などの化⽯燃料の代替の1つとして、改めてバイオエタノールに注⽬

が集まっている。近年、エタノールがアルコールtoジェット（ATJ）技術により持続可能な航空燃料（SAF）の製造原料となることから、SAF安定供給の

可能性に⼤きな期待が寄せられているためである。そういった、⽇本における第⼆世代バイオエタノールおよびSAFの社会実装に向けた現状について紹介

いただいた。



活動紹介︓勉強会
2024年度 第3回勉強会

⽇時︓2025年5⽉21⽇

題⽬︓Agro Ludens 株式会社

講師︓佐賀 清崇 ⽒

演題︓⽷状菌を⽤いたライスリファイナリーシステムの構築

概要︓1967年の⽶⽣産量1,426万トンは2023年に661万トンと半減する⼀⽅で、この間に耕作放棄地は増加し続けている。そのなかで Agro Ludens が

取り組む、耕作放棄地において節⽔型乾⽥直播で⽣産される低コスト・低メタン⽶を活⽤して、⽷状菌で⽶タンパク質をマイコプロテイン化し、併産される

糖分をバイオリファイナリー原料とするライスリファイナリーシステムについて紹介いただいた。

2024年度 第4回勉強会

⽇時︓2025年6⽉18⽇

題⽬︓株式会社ファーメンステーション

講師︓杉本 利和 ⽒

演題︓未利⽤バイオマスの発酵アップサイクル技術による⾷品素材の開発

概要︓ファーメンステーションは、⾷品製造副産物などの未利⽤バイオマスを原料に、独⾃の発酵技術で、⾼付加価値な⾷品素材にアップサイクルする研究開

発型スタートアップ企業である。発酵アップサイクル技術のプラットフォームを構築することで、未利⽤バイオマスの活⽤を加速させ、社会課題解決につなげ

ることを⽬指している。そういった研究開発事例を紹介するともに、発酵アップサイクルにおける技術的な課題や今後の研究開発の動向についても紹介い

ただいた。

ご清聴ありがとうございました。

今後もバイオマス分科会は、
カーボンニュートラル、SDGs達成に向けた（ビジネス開拓のために）
バイオエコノミー/サーキュラーエコノミーに関わる技術、動向について
感度よく調査活動を進めます。

最後に



資源代替材料分科会

1

エネルギー・資源技術部会

2025.7.4
主査 召田 雅実

（東ソー）

目次
2

１．資源の重要性

２．分科会活動の対象

３．活動方針

４．2024年度の活動内容

５．2025年度の活動（案）



１．資源の重要性（ﾘｻｲｸﾙ）
3

https://eco-sozai.jp/column/7/

１．資源の重要性（ｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ）
4

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r03/html/hj21010202.html



１．資源の重要性（資源制約の克服）
5

内閣府：マテリアル革新力強化戦略(2021.06)資料より抜粋

１．資源の重要性（資源入手の現状）
6

資源のほとんどは輸入に頼っている

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/anzenhosho/koubutsusigen.html



１．資源の重要性（国内の都市鉱山）
7

実は日本は隠れた「資源大国」（？）

１．資源の重要性（中国輸出規制）
8 この数年で中国原産の様々な元素に輸出規制がかかっており

その動向が注⽬されている

商務部、レアメタル2種の関連品⽬に対する輸出規制を発表、
（ガリウムおよびゲルマニウム）(2023/7/4)
https://blog.goo.ne.jp/renaissancejapan/e/a1bee64e861419139715f8997c2ffed6

商務部、タングステン、テルル、ビスマス、モリブデン、インジ
ウム関連品⽬に対する輸出管理を決定(2025/2/4)
https://www.jetro.go.jp/biznews/2025/02/0c4146d1504e7bf9.html

中国、中・重希⼟類7種のレアアース関連品⽬で輸出管理を実施
（サマリウム、ガドリニウム、テルビウム、ジスプロシウム、ル
テチウム、スカンジウム、イットリウムの7種）
(2025/4/7)
https://www.jetro.go.jp/biznews/2025/04/9008601e0d63d27d.html



２．分科会活動の対象
9

資源代替材料分科会における「資源」とは？

① 鉱物「資源」
⇒特殊な機能を持つ元素（各種レアメタル）
⇒供給不安のある元素（レアアースなど）

② エネルギー「資源」
⇒化石燃料（石油、天然ガス）
⇒非在来型資源（シェールガス、オイル・・・）
⇒未利用熱（排熱、振動、屋内環境・・・）

③ 食料・水「資源」
⇒水資源
⇒食料生産に必要な資源（窒素，リン・・・）

④ 天然「資源」
⇒自然に存在する生物由来資源（天然ゴム・・・）

３．活動方針
10

・現状の多種多様な事業環境の中で、我々はより広い知見
を持つ必要があるのでは？

・現業と一見無関係に見える分野にこそ、自分の業務と
関連する新たな道が拓ける？

・現業に役立つ情報も収集したい。

・分科会員の興味を持つ内容を抽出し、情報を収集、議論
（分科会員だからこその議論をしたい）



３．活動方針
11

目的
社会を取り巻く様々なテーマを持ち寄り情報収集、議論す
ることで、様々な知識を得るとともに情報発信する。

※取扱い可能な領域が極めて広く設定しているため、
他の技術部会、分科会とも積極的に連携を図りながら活

動を進めていきます。

多様な専門の方参画いただき、議論できればと思います。

４．2024～2025年度の活動メンバー
12

技術顧問
栁田 祥三 先生 （大阪大学 名誉教授）

分科会メンバー（順不同）
主査 召田（東ソー）
副主査 垣上（出光興産） 橋本（大陽日酸）

出光興産、住友ベークライト、日本曹達、東ソー
三洋化成、住友化学、大陽日酸、三井化学
富士フィルム、日鉄ケミカル＆マテリアル



４．2024年度の活動内容①
13

○ 「南鳥島の海底鉱物資源開発による真に持続可能な社会の構築」
(2024.8.21）

目的：海底鉱物資源開発の現状の課題の把握
：加藤泰浩先生（東大工学系研究科研究科長・工学部長

システム創成学専攻 教授）

○ 「半導体産業向け水処理設備における環境負荷低減技術」
(2024.9.10）

目的：半導体産業における水の有効利用の最前線の把握
：恵良 彰氏（オルガノ株式会社）

４．2024年度の活動内容②
14

○ 「欧米のPFAS規制についての規制動向のご説明と意見交換」
(2024.9.25）※環境技術部会共催クローズド勉強会

目的：PFAS規制に関する最新動向把握
：松岡 康彦氏（AGC株式会社 化学品カンパニー）

○ 「プラスチック資源循環及び廃棄物処理技術の動向」
(2025.1.27）

目的：プラスチック資源循環最新動向把握
：高岡 昌輝 先生（京都大学大学院工学研究科）



４．2024年度の活動内容③
15

○ 「太陽光発電産業の新ビジョン“PV OUTLOOK 2050”」
(2025.5.13）

目的：リサイクル含めた太陽電池の状況における最新動向把握
：南 裕氏（一般社団法人 太陽光発電協会）

その他 奨励賞審査会、
分科会内での議論（中国輸出規制など）

４．2024年度の活動内容④
16

○ 現地分科会 (2024.6.24）（分科会として初めて開催しました）
開催場所：Bridgestone Innovation Park
内容：Bridgestone Innovation Gallery 見学

講演会＋懇親会

講演内容
①カーボンニュートラル化を目指したタイヤ資源循環への取り組み

②テトラジンクリックケミストリーを活用した可逆架橋ゴムの特性と架橋ゴ
ム接着への応用



４．2023年度の活動内容③
17

○ 現地分科会 (2024.6.24）
見学の様子

５．次年度（2025年）の活動
18

(1) 分科会の開催（5～6回／年）
・年度を通して複数のテーマを設定し、関連した知見を

持ち寄り議論
（場合に応じて専門家の方を分科会に招待し、分科会なら
ではの議論を行う）

(2) 講演会企画（外部発信）（3～4回/年）
・分科会員の興味のある内容から抽出し、先生をお呼び

し講演を実施する。

(3) 現地分科会の開催
・念願の開催。次年度からも継続実施予定。



５．次年度（2025年）の活動
19

進行中の企画について

・サプライチェーン強靭化、中国輸出規制の影響

・技術顧問 栁田 祥三先生ご講演

・プラスチック資源循環関連技術

etc…

資源代替材料分科会を「有効利用」してください。

皆様の積極的な参画を
お願いいたします。

（できれば現地で集まりたいです。
講演後に個別議論しましょう！）

20 皆様の参画により
より良い分科会となります。
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